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　この本は、住宅設計を「カタチ」から考えていくことをテーマにしている。「いまどき、カ
タチなんてナンセンスじゃない？」という声が聞こえてきそうだ。けれど、建築ビギナーに
限って言えば、設計課題に取り組むとき、「カタチ」からはじめてみることをオススメする。

その大きな理由は２つある。

１. 「コンセプト⇔カタチ」の関係をつかみやすい
　本来、はじめにやるべきことは、コンセプトづくりだ。それが計画の軸となり、肉づけす
るように空間を描き出していく。
　けれど、この正しい進め方は、コンセプトという姿のない概念を実体化する難しさがあ
る。つまり、「コンセプトにふさわしい空間を生み出すには、あるていど空間を知っている
必要がある」というジレンマだ。それは、「ニワトリとタマゴ、どっちが先？」という関係に
少し似ている。ここで、手が止まってしまう人も少なくないだろう。
　ならば、逆の手順で進めてみよう。「カタチ」から空間を導き、「カタチ」特有の暮らし方や
過ごし方を想像してみるといい。そこに計画のテーマは見い出せるはず。

２. 「カタチ」は比較・検討・応用・蓄積しやすい
　本書で言う「カタチ」とは、現実の建築から、表面や細部の要素などを削ぎ落とした、プレ
ーンな姿を想定している。それは、「フォルム」のような形状を指すのはもちろんのこと、
「型」のような形式とか、「あり方」や「スタイル」などの状態を示すニュアンスも含んでいる。
　いずれも、「具体的」な建築空間を「抽象的」にとらえたイメージだ。抽象化して建築を考

えるメリットは数多くある。現実の建築は、色やテクスチュア、ディテールなどの要素をま
とっているから、つい、そこに目が向いてしまう。一方、「カタチ」は、本質を表した、空間そ
のものの姿である。だから、「カタチ」がもっている空間の特徴を見つけたり、空間同士の相
違を比較しやすい。また、スタディの過程で「カタチ」を派生させるように展開したり、それ
らを体系づけた「ボキャブラリー」としてストックしやすい。しかも、「抽象的」に物事をと
らえる視点は、設計以外の分野でも活きる。

　この本では、「カタチ」から住宅の空間を考えていくとき、注目してほしいポイントを30

の視点に分類して紹介している。上手に設計するためのお手本とか、定番の結論へと導く
ハウツーマニュアルというよりは、あなたが「カタチ」を相手に思考を巡らすときの、手が
かりとして活用してほしい。
 2016年8月　大塚 篤
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　「リアス式海岸」を知っているだろうか？
地図上で見ると、浸食された小さな入り江

の連続が、凹凸のある海岸線を形づくる、水
際の地形のひとつである。そこでは、陸と海

とが互いにせめぎ合っている様子がみられ
る。言うなれば、境界線がゆらぎ、混じり、溶

かされているような感じ。
　このような、表面の凹凸によって内外が
入り交じる様子を、住宅の外形に活かせな

いだろうか？
　「住宅の内部に居ながら、すぐそばに外を
感じられる暮らしにしたい」とか、そんなイ
メージを抱いたなら、まずは、ボリュームを
欠き取るように引き算してみよう。
　そのときのコツは、最初の外形を、ハコ型

とかイエ型とか、単純なカタチにしておく
こと。そして、いろいろな引き方を試して、
見比べてみること。

引き算でつくるカタチ01

［ ワンポイント ］ 引き算の結果、残ったカタチには、どんな輪郭の内部空間が生じているだろうか？引き方を少
しずつ変化させたスタディを繰り返し、その違いを比較してみよう。

P

SECTION

CHAPTER 01・ 空間とカタチ

たとえば、ひとつの中庭を設けるよ
うに、大きく１カ所だけを引くこと
もあれば、小さな庭をあちらこちら
に発生させるように、細かく引くこ
ともできる。また、角を切り欠いたり、

トンネル状に貫通させてみたり、思

いつく限りの方法を試してみよう。
引き算した結果、残った部分は内部
空間に、欠き取られた部分は外部空
間として見立てられる。このとき、引

き算された場所を、庭だけでなく、玄
関ポーチ*や屋上テラスなど、住宅

に付随する半外部の空間として想像

してみると、住宅のプランニングに
結びつけやすい。

引き算によって生じた、いくつかに
分かれたコーナーは、家具などを置

くことで、徐々に室に見えてくる。

＊玄関ポーチ：玄関扉の外側につくる、出入りのための空間。たいていは、庇を出したり、２階ボリュームの軒下に設け
ることで、雨天での出入りに配慮する。[→sec.25] 

引き算の仕方をいろいろ考えてみる

試しに家具などを配置してみる

1
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SECTION 01 ・ 引き算でつくるカタチ
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たいていの住宅は、敷地の南側に庭

を確保し、建物は北側に寄せて配置

されている。この配置のデメリット
は、庭に接する室が限られること。引

き算の発想に切り替えれば、元のカ
タチよりも周長（表面積）が長くなる
ため、庭と接する機会が増える。

ワンルームの空間で引き算すると、

くびれたカタチは、空間の節目にな
る。くびれ具合によって、室同士のつ
ながり方を調整することができる。

小さく引き算すれば、あちらこちら
にライトコート*を設けることがで
きる。これらは採光の役割だけでな
く、室同士の間に挟み込まれた「間仕
切り」と同様の効果をもつ。

CHAPTER 01・ 空間とカタチ

引き算で外に接する機会を増やしてみる3

ワンルームにくびれで節目をつけてみる4

挟み込んだ庭で、室同士の距離感をつくってみる5

［ ワンポイント ］ 引き算された部分は、たいていは中庭（ライトコート）に見立てることが多い。そこは、住宅内
部のどんな室とつながるだろうか？そして、どんな役割の中庭になるだろうか？

P

引き算で「外」のような居場所をつくる

事例から学ぶカタチと空間CASE STUDY 01

方形屋根をもつ矩形のボリュームを
基本形として、４つの引き算された
部分が、「外の間」として位置づけら
れている。これら「外の間」は、玄関ポ
ーチやバスコートなど、住宅まわり
の半外部としての役割だけでなく、
外の雰囲気をもった内部の室でもあ
り、引き算して残った部分（「中の
間」）と、対照的な空間が形成されて
いる。

引き算した部分は、外もしくは外の
ような居場所

内部は、小さな「ひだ」の集まりのよ
うなワンルーム空間

ソラニタツイエ
設計：岸本和彦／acaa

＊ライトコート：光庭。たとえば、敷地の周囲が密集した環境に建つ場合などで、採光や通風の確保を目的として設けら
れることが多い。空間づくりの面では、各室がそれぞれの小さな庭をもつような計画もあり得る。

所在 山梨県

主要用途 住宅

家族構成 １人

構造 木造在来工法

規模 地上１階

敷地面積 408.74㎡

建築面積 67.08㎡

延床面積 59.36㎡

竣工 2012年

SECTION 01 ・ 引き算でつくるカタチ
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　住宅は、寝る、食べる、入浴する、排泄する
など、さまざまな行為が営まれる場で、たい
ていの場合、それらに対応した室が用意さ
れている。つまり、住宅に限らず、建築はい
くつかの機能をもつ室の集合体であるから、
当然、足し算の発想で全体を形づくる方法

は、素直な選択肢のひとつだ。
　まずは、同じサイズのボリュームを沢山
用意して、どのような並べ方があり得るか

試してみよう。たとえば、同じ数珠つなぎの
並べ方でも、直線状とは限らない。雁行*さ
せたり、囲い込んだり、S字に折り畳んだり、
積極的にずらしてつないでみよう。
　ここで大事なのは、それぞれの足し算に
よるカタチが、どんな家族の暮らし方にふ
さわしいか、どんなシチュエーションの敷
地にマッチするだろうか、などと想像して
みることだ。

足し算でつくるカタチ02

［ ワンポイント ］足し算したカタチの全体は、大きなひとつのワンルームとして見立てよう。そして、室の集ま
りというよりは、小さな「ひだ」のような空間が集まった姿をイメージして検討するといい。

P

SECTION

CHAPTER 01・ 空間とカタチ

足し算するようにボリュームを並べてみたら、どこに開口を設けたらよいか想像してみよう。カタチに応じた開く向き
や、外との関係のつくり方が浮かび上がるはず。

＊雁行：編隊飛行をする雁（がん）の列にたとえた、斜めにずらした配置のこと。空間づくりの面では、ボリュームを直列

させるよりも、開口の面積や向きの選択肢が増す。また外形に生じる入隅部分に、外を引き寄せることができる。

ボリュームのつなぎ方と開く向きを考えてみる1

足し算したカタチの中に、それぞれ
のボリューム単位で機能を定め、家
具を配置してみよう。

試しに家具などを配置してみる3

足し算したカタチは、その内部に、ほぼ外形そのままの空間が連なる。一方、外形の凹凸は、小さな入り江のように、外を
引き寄せる。

足し算したカタチの内と外に注目してみる2

SECTION 02 ・ 足し算でつくるカタチ

022 023
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て、入り江状の隙
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ボリューム同士のつなぎ目は、接したり、重ね合わせたり、サジ加減によって、つながり具合を調整することができる。

雁行させた配置のように、ボリュームをずらして足し算

すると、外と接する部分が生じやすい。それは、平面だけ
でなく、立体的に積み上げて足し算する方法でも同様だ。

カタチのずれた部分に、天窓や、テラス、玄関ポーチなど、
半屋外の空間を想像してみよう。

CHAPTER 01・ 空間とカタチ

つなぎ方のサジ加減を考えてみる4

垂直方向にも足し算してみる6

［ ワンポイント ］ 足し算したカタチのひとつひとつのボリュームは、住宅を構成するなんらかの室になるはず
だ。それぞれがどんな室にふさわしいか想像しながら、ボリュームの配置を検討しよう。

P

ボリューム同士のつなぎ目は、異なる機能の空間同士が接することが多い。平面だけでなく、断面でも、それぞれに応じ
たつながり具合を検討してみよう。

機能に応じたつなぎ方を、断面で考えてみる5

SECTION 02 ・ 足し算でつくるカタチ

ボリュームの連なりがつくり出す内部の奥行き感

事例から学ぶカタチと空間CASE STUDY 02

024 025

リビングを中心に、機能ごとのボリ
ュームの枝分かれによって、放射状

に連結した全体形をもつ。ボリュー
ム同士の距離感は、相互の関係に合

わせて、重なり代（＝開口サイズ）と、
接する角度（＝見通し具合）によって
調整されている。

House O
設計：五十嵐淳建築設計事務所

所在 北海道

主要用途 専用住宅

家族構成 夫婦

構造 木造

規模 地上１階

敷地面積 1483.65㎡

建築面積 112.15㎡

延床面積 112.15㎡

竣工 2009年
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CHAPTER 01・ 空間とカタチ

［ 同じ平面のまま、カタチを置き換えてみる ］

設計のスタディを進めていると、ときお
り行き詰まり、堂々巡りに突入してしま
うことが誰にでもある。

そんなときは、同じ平面のままで、気分転
換するように、異なるカタチに置き換え
てみよう。平面の輪郭が似ていても、カタ
チが違えば、内部のつながり方や、外部と
の結びつき方も変化する。

EXERCISE・01

BASE
FORMAT

下記のカタチに
共通する、床を次々と
渡り歩くイメージ

ボリューム同士が接する部分に、く
びれたカタチの節目が生じ、個々の
ボリュームが独立性の高い空間とな
っている。

足し算でつくるカタチ
sec.02

引き算すると、室内側に外が引き寄

せられ、それが間仕切りの役割とし
て、室内空間がゆるやかに分節され
ている。

引き算でつくるカタチ
sec.01

EXERCISE 01 ・ 同じ平面のまま、カタチを置き換えてみる

折り曲げた壁を連続させることによ
って、小さなひだ状の室内空間の集

まりとして全体が形成されている。

壁を折り曲げたカタチ
sec.07

バラバラに壁を配置すると、個々の
空間では、壁に沿った強い方向性が
生じつつ、全体として内外が混じり
合っている。

壁でつくるカタチ
sec.04

分散したボリュームの隙間に、外へ
向かって大きく開けたり、外が通り
抜けるような空間が生じている。

 隙間でつくるカタチ
sec.09
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